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最近漬物を食べていますか？ 
 

１ 漬物の神様 

  愛知県あま市（旧甚目寺町）には、日本で唯一の漬物の神様（漬物祖神）を祀った萱

津神社があります。古来海岸線が近く、藻塩（注１）と野菜を甕(かめ)に入れて神様に

供えたところ、偶然漬物になったことから、漬物発祥の地とされています。 

  萱津神社では、毎年８月 21日に香の物祭が行われ、甕に塩や野菜を漬け込む誰でも参
加できる神事があります。そのため、毎月 21日が漬物の日となっています。 
 

２ 愛知県の漬物 

  愛知県は、古くから野菜の栽培が盛んで、沢山の種類が作られており、伝統野菜

（http://www.pref.aichi.jp/engei/dentoyasai/index.html）の宝庫となっています。その中でも
世界一細長い守口大根やかりもり（白瓜の一種）は、今でも高級な奈良漬用に栽培され

ており、守口大根は愛知県で最も有名な漬物「守口漬」になります。 

  江戸時代からたくあんの生産が多かった愛知県では、戦後に工場で漬物が大量生産さ

れるようになると、日本一の漬物生産を誇り、漬物王国愛知と言われました。現在では、

生産額は５位となっていますが、漬物王国愛知は健在です。 

 

３ ごはんと漬物と健康 

  「日本人で良かったと思う食卓の一 
 品」の第４位が漬物です（All About 
 調べ 2006）。ごはんを主食とする日本 
 型食生活は、魚貝類、豆類、野菜類を 

 多く摂取する栄養バランスの優れた長 

 寿食として、世界から注目されていま 

 す。一度食生活を振り返り、ごはんに 

 おかず、漬物という日本型食生活の良 

 さを見直してみましょう。 

  また、昔の漬物は保存のため 10％以 
 上もの塩分を含んでおり、高血圧症の 

 人に敬遠されてきました。しかし、現 

 在では塩分２～３％程度とサラダと比 

 べても低塩となっているものもありま 

 す。さらに、漬物は、かさが減ること 

 でより多くの野菜を摂取することがで 

 きます。 

  今年も暑い日が続きます。夏ばてで食欲がないときには、漬物でお茶漬けはいかがで

しょうか。 

注１）藻塩：百人一首にも詠まれた焼いた海草を用いる製塩法の一種 
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海部農林水産事務所 

 

完熟ミニトマト 100％の「ミニトマトケチャップ」はいかがですか 

 

ブランドミニトマト「旬桃輝（しゅんとき）」を生

産するＪＡあいち海部よつえ生産部会（愛西市）は、

今年４月から新商品「ミニトマトケチャップ」の販売

を開始しました。 

「旬桃輝」とは、同部会の７戸の農家が生産するミ

ニトマトのブランド名で、すでにこのミニトマトを贅

沢に絞ったジュース「ミニトマトの雫」は、ミニトマ

トの持つ本来の甘みと酸味があるさらりとした味わい

で、地元の産直施設やネット販売で大変好評をいただ

いております。 

さらに同部会では、このジュースの姉妹品の開発に

も着手。試行錯誤の末、添加物・保存料を使わずに完

熟ミニトマトのおいしさを凝縮した１ランク上のトマ

トケチャップを完成させました。       

値段は１本（300ml）８００円とちょっと高めです

が、そのままパスタソースとしても使え、お子様だけで

なく、大人にも喜ばれる逸品です。 

また、「ミニトマトケチャップ」とミニトマトジュー

ス「ミニトマトの雫」をセットにしたご贈答用ＢＯＸも

現在、準備中です。 

この夏の熱中症、夏バテ防止に、後味スッキリさわや

かなミニトマトのジュースとミニトマトの冷製パスタは 

 

 

いかがでしょうか。 

ご購入は、ＪＡあいち海部のグリーン

センター、道の駅「立田ふれあいの里」

のほか、生産部会メンバーの「中野菜

園」のホームページからもご注文いただ

けます。 

（問い合わせ先：ＪＡあいち海部北部営

農センター 電話 0567-23-3011） 

完熟ミニトマト「旬桃輝」 

生食でも大好評です 

生産者からのメッセージが添付された 

ジュースとケチャップの贈答セットを数量限定で販売予定 

地域トピックス 



東京事務所農産物流通対策グループ 

 

函館で平成２２年度北海道地域秋冬野菜販売反省会開催 
 

 北海道は、国内の農業産出額において、他都府県を大きく引き離し、常にトップに位置し

ています。特に春から秋にかけては、全国の主要都市へ多くの農産物が出荷される最大の産

地であることは言うまでもありません。 

しかし、冷え込みが厳しくなり雪に閉ざされる秋冬期については、本県をはじめとする多

くの県からの野菜が入荷する大消費地となっています。 

今回、北海道地域における本県産野菜の販売反省会が函館市青果物地方卸売市場で開催さ

れましたので、その概要を紹介します。 

 

１ 北海道地域秋冬野菜販売反省会 

函館郊外に位置する茅部郡鹿部町で７月２１日（木）に、ＪＡあいち経済連と取引のあ

る道内８社の卸売会社が集まり、平成２２年度の北海道地域秋冬野菜販売反省会が開催さ

れました。   

 本県から北海道へ秋冬期に出荷されている主な品目はキャベツ、白菜、ブロッコリーで

あり、その中で、大半を占めるキャベツを中心に販売経過と市場情勢について意見交換が

行われ、次年度の販売に繋がるような活発な内容でした。 

 

＜販売経過＞ 

   １０月からの本県産キャベツの販売は、８月の猛暑の影響で、定植・生育ともに遅れ、

出荷もやや遅れてのスタートとなりました。併せて、嬬恋をはじめとする夏秋産地の切り

上げが早いこともあり高値相場で推移しました。１２月に入ると高値反動もあり、量販店

の積極的な売り込みがなされず、加工・業務関係においても外国産や他産地もので手当さ

れ、荷動きが良くなかったことから落ち着いた相場展開となりました。年明け１月は、冷

え込みと干ばつの影響により小玉傾向となり出荷は少なめとなりました。価格は絶対量が

少ない中、堅調に推移しました。２月になっても引き続き低温・干ばつの影響で小玉傾向

は続きましたが、中旬以降、降雨と気温上昇により、急激に玉の肥大が進み、出荷量も伸

びました。３月に入り春系の売れ行きが順調で、荷動きが活発化しました。しかし、中旬

以降、震災の影響により量販店で積極的な特売が組めず、相場を下げる展開となりました。

４月以降、生育遅れの荷物に加え、春系品種の作付け増により例年を上回る出荷となり、

安値で推移しました。 

 

＜市場情勢・市場要望＞ 

   北海道では、上川地域を中心に、秋に収穫したキャベツを畑に並べて、冬の間、雪

の中で貯蔵し、雪の中から掘り出して少しずつ出荷する越冬（貯蔵）キャベツがあり

ます。厳寒期には、越冬キャベツの出荷があるため、「愛知の寒玉は売りづらい部分

がある」、「春系中心の販売となり、寒玉については逆に春先以降から売れるように

なる」とのことでした。 

また、北海道へのキャベツ輸送については、従来のトラック輸送と比較し低コスト

で、環境に優しく、輸送時間も短いことなどから、ＪＲコンテナによる輸送が近年、

東日本情報 



主要産地別取扱高（平成21年）
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増加しつつあります。そのような中、今シーズンは長雨等の影響で特にコンテナ便の

キャンセルが多かったため、市場担当者から「前からあてにしている荷物なのでキャン

セルを極力少なくして欲しい」「震災の影響で、コンテナ輸送がストップしたがそうし

た場合にトラックへの迅速な転換等お願いしたい」との意見がありました。 

品質面では、「全く問題ないのでコンスタントに荷物が欲しい。入荷が不安定だと商

系主導の販売になりがちとなるため、荷物の規格内容・量などの情報を早く伝えて欲し

い」と、情報交換を密にすることが望まれていました。 

また、コンテナ輸送では、「詰め込まれた段ボール同士が鉄道の振動で擦れを生じ、

箱内にその段ボール片がたまってしまうので、何か改善できる方策を考えていただきた

い」との提案もありました。  

 

＜まとめ＞ 

   北海道地域では愛知県産品、特にキャベツは、秋冬期において、なくてはならない

重要品目となっているため、各取引市場とも、系統の荷物を出来るだけ多く販売した

いという意向でした。そのため市場と産地との情報交換をより密にしていくことが確

認されました。 

 

２ 函館市青果物地方卸売市場の概要 

  函館市青果物地方卸売市場は、昭和５０年から三十年余り中央卸売市場としてその役割

を担い、函館のみならず、道南を販売エリアとして、消費者へ青果物を安定的に供給して

きましたが、機構改革により、平成２１年４月から地方卸売市場として再出発をしました。 

道内ではかつて、札幌市、函館市、釧路市、室蘭市に中央卸売市場が開設されていまし

たが、現在では、札幌市中央卸売市場のみとなっています。 

   

 １）主な沿革 

・昭和５０年：函館市中央卸売市場として業務開始 

・平成１１年：低温卸売売場設置 

・平成２１年：中央卸売市場から地方卸売市場への転換 

 

 ２）函館市青果物地方卸売市場における取扱状況 

   

函館市青果物地方卸売市場野菜売場 
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東日本大震災後の名古屋市中央卸売市場における 

野菜の取扱実績について 

   

東日本大震災発生後の３月中旬から７月上旬の名古屋市中央卸売市場（本場

と北部市場の合計）の旬別の野菜取扱数量・販売単価及び、平成２２年及び平

成２０年から平成２２年の過去３年平均の同時期の取扱状況は、表－１、図－

１、図－２のとおりです。 

取扱数量は、過去３年平均と比較すると、野菜の放射能汚染の問題の発生に

より、４月上旬に大きく減少しました。４月中旬・下旬は３年平均を上回る取

扱数量でしたが、５月以降は、３年平均を下回りました。 

販売単価については、入荷数量が大幅に減少した４月上旬は３年平均を上回

りましたが、４月中旬以降は低調となりました。平成２２年の春は、天候不順

により入荷数量が減少したため、販売単価は上昇しましたが、平成２３年は５

月上旬から６月中旬の入荷数量が３年平均を下回っているにも係わらず、販売

単価は３年平均と同程度以下となりました。これは、震災による業務需要の低

迷や消費意欲の減退が影響しているものと考えられます。６月下旬以降の販売

単価は持ち直してきていますが、野菜の販売は依然として厳しい状況となって

います。 

 

表－１  名古屋市中央卸売市場の野菜の取扱実績 

単位：トン、円
３月中旬 ３月下旬 ４月上旬 ４月中旬

数 量 単 価 数 量 単 価 数 量 単 価 数 量 単 価
平成23年 10,693 224 12,633 216 9,692 233 12,314 211
平成22年 12,361 220 11,492 219 11,393 247 10,456 264
前年比 87% 102% 110% 99% 85% 94% 118% 80%

過去３年平均 11,144 211 12,508 209 11,657 224 11,660 222
３年平均比 96% 106% 101% 104% 83% 104% 106% 95%

４月下旬 ５月上旬 ５月中旬 ５月下旬
数 量 単 価 数 量 単 価 数 量 単 価 数 量 単 価

平成23年 12,929 197 11,136 188 10,975 189 13,598 191
平成22年 11,177 267 10,706 236 12,463 197 10,788 205
前年比 116% 74% 104% 80% 88% 96% 126% 93%

過去３年平均 12,222 221 11,744 207 12,523 197 13,680 193
３年平均比 106% 90% 95% 90% 88% 96% 99% 99%

６月上旬 ６月中旬 ６月下旬 ７月上旬
数 量 単 価 数 量 単 価 数 量 単 価 数 量 単 価

平成23年 10,877 229 10,317 222 10,038 223 8,938 230
平成22年 10,853 244 10,872 219 10,622 207 10,402 221
前年比 100% 94% 95% 101% 95% 108% 86% 104%

過去３年平均 11,720 223 11,665 219 10,378 207 10,523 206
３年平均比 93% 103% 88% 102% 97% 108% 85% 112%
※  過去３年平均は、平成20年～22年の平均値

西日本情報 



図－１  名古屋市中央卸売市場の野菜の取扱数量の推移        （単位：トン） 
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図－２  名古屋市中央卸売市場の野菜の販売単価の推移        （単位：円） 
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フラワードリーム２０１１で「愛知の花」の魅力をＰＲ 
 

７月２日(土）～ ３日（日）、東京ビックサイトにおいて、フラワードリー
ム２０１１（主催：一般社団法人 日本生花通信配達協会）が開催され、全国か
ら花き産業に関わる関係者３万人以上の入場がありました。 

 開催中、フラワーデザインを競う「2011ジャパ
ンカップ」、60歳を迎えて最も輝いている著名人
を表彰する「第 4回 HAPPY ROSEアワード」、
そして最もユリの似合う女性を表彰する「第 10
回 Ms.Lily2011-2012」など各種のイベントが開催
されました。 

 なかでも、ユリが最も似合う女性に送られる、

第 10回 Ms. Lily には、愛知県名古屋市出身で女
優の武井 咲さんが最年少の 17歳で受賞し、２日
(土）には受賞式が行われました。 

 さて、JAあいち経済連は前回に引き続き、「花キューピットフラワーマーケ
ット」コーナーに、なにわ花いちばと共同で出店し、ディスバッドマム、バラ、

グロリオーサの３品目の品種展示と即売をおこないました。 

 ディスパッドマムは元々、西欧で品種改良された満開咲きの輪ギクです。今

回はオリジナル品種を含め、JA愛知み
なみの生産者が栽培したグリーンシャ

ムロック、シルキーガール、ピーチブロ

ッサム、クラシックココア、ブラックナ

イトの５品種を展示しました。また、「精

興の誠」を満開咲きにしたフルブルーム

マム（白色）も昨年に引き続き展示しま

した。 

 ディスパッドマムは通常の生け込み

展示のほか、テーブル上のガラス花器で

のアレンジもおこないましたが、洋花風に

も使えることから、関心を示して見ていく

客も多くみられました。 

 
 

フラワーレポート 

JA 愛知経済連の展示・即売ブース 

ディスパッドのテーブル展示 

ディスパッドのテーブル展示 



また、JAひまわりバラ部会は、昨
年に引き続き参加し、壁面にスタン

ダード系 28 品種、テーブル上にス
プレー系 31 品種のバラを展示しま
した。出品ごとに、品種名、生産者

氏名と顔写真に加えて品種の特徴、

生産者のメッセージが書かれたカ

ードを添えましたが、これらのカー

ドを読んで、品種ごとに異なる花

形、花色などの特徴をゆっくり見比

べる客が多くみられました。 

  グロリオーサは JA愛知みなみ、JA豊橋の生産者が生産した 13種類の品種を
展示しました。出品の半数以上は生産者のオリジナル品種であり、その旨を明

記してＰＲしました。 

 出品したディスパッド、バラ、グローリオサ３品目の中でもグロリオーサは

特に人気があり、中でも生産の少ない中・小輪系のオリジナル品種の注目度が

高く、今後の販売などに関する質問が多く寄せられました。 

  品種展示の横では、ディスパッドマ
ム、バラ、グロリオーサの即売を並行し

ておこないましたが、全品１束 200円と
いう値頃な価格もあって、購入する客が

多くみられ、順調な売れ行きとなりまし

た。 

  特に、グロリオーサやバラは初日で売
りきれるなど人気の高さが伺えました。

今回の「ジャパンカップ」に出品された

作品の中にもグロリオーサ、バラ      

が多く使用されており、夏のフラワーアレ

ンジにとって重要な花材であることがわかりました。 

  さて、今回の展示を通じて、花き関係者に品種の多彩さと奥深さに触れても
らい、本県にはこうした多様な品種を栽培したり、オリジナル育成できる技術、

人材があることを伝えることができたものと考えます。 
 
  震災後、花きの販売は以前にも増して厳しい状況におかれていますが、今後

もこうした機会を通じて、愛知県産の花きの魅力を発信していく予定です。 

 

バラの品種展示 

即売した花束 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：巨峰）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 １３２５ ２２４ ８４１ ８４５ 長野 （６３％）
(１７％) 山梨 （１９％）

愛知 （１７％）
２３年見通し １３００ － ８４０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

主な産地は東三河、大府、岡崎地域。 大粒系で種なしのものが売れている。
春の低温と、梅雨入り、梅雨明けが早か 生産者が減っているなかで、今後消費拡大

ったことで、一週間ほど生育に遅れが見ら を目指すためには、同じ品種のものを作り続
れたが、その後の高温で今は３日ほど遅れ けるのではなく、新しい品種に目を向けるこ
ている。高温続きにより果樹全体で小玉傾 とが大切である。
向のため、入荷量が減っている。また、着 また、消費宣伝事業には、市町村や県など
果のし過ぎで落下するものが多かった。 の行政にバックアップをして欲しい。
価格は、高かった去年と同様の見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ３７４ ２０４ ６４８ ６６６ 和歌山（３３％）
(５４％) 静岡 （ ５％）

埼玉 （ ４％）
２３年見通し ４００ － ６００ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

ハウスものから露地ものへ切り替わる時 夏から秋の果物として定着している。本県
期となる。愛知を中心に和歌山、静岡、福 産地は、数量・品質ともにトップレベルにあ
岡などから入荷する。愛知、和歌山の生育 り、量販店からも支持されている。このため
は天候不順の影響でやや遅れているが、盆 トップブランドとして、一層の品質管理や等
明け後にはピークとなる見込み。 階級別の選果に努めてほしい。
入荷量は少なかった前年を大幅に上回り また、作柄や出荷情報について、今まで以上

価格は前年をかなり下回ると見込まれる。 に迅速に市場に連絡して欲しい。



名古屋・東京市場における青果物の８月の見通し

７月１4日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３３，２５６ 200 195 227 北海道 29%
１９年 ３２，９４６ 191 210 220 長野 21%
２０年 ３４，７５７ 203 193 159 群馬 10%
２１年 ３２，６１３ 228 254 231 兵庫 8%
２２年 ３２，４３２ 225 231 228

５ ヵ年平均 ３３，２０１ － － －

２３年見通し ３３，８００ － － －

１８年 ２，３１６ 143 87 72 北海道 66%
１９年 ２，１４６ 65 74 120 青森 19%
２０年 ２，１１０ 89 96 73 岐阜 19%
２１年 ２，００８ 116 139 111 長野 3%
２２年 １，６３４ 84 108 122

５ ヵ年平均 ２，０４３ 101 100 98

２３年見通し ２，０００ 80 90 100

１８年 ２，３３５ 227 165 115 北海道 95%
１９年 ２，７９０ 78 46 63 青森 3%
２０年 ２，４０７ 86 102 120 中国 2%
２１年 ２，５３３ 152 165 152 愛知 0%
２２年 １，７４０ 218 207 220

５ ヵ年平均 ２，３６１ 146 130 127

２３年見通し ２，２００ 160 150 140

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２０８
２０８
１８４
２３７
２２８

だ
　
い
　
こ
　
ん

９８
８９
８４

１２０
１０５

９９

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２１３

１９４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は北海道、長野、群馬中心。
　昨年は野菜全体で平年に比べて入荷量が
少なく、単価が高かったため、今年は、入
荷量は前年をやや上回り、価格はかなり下
回る見込み。

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、青森、岐阜が中心。北海
道は、春先の低温で出荷に遅れがあり、８
月上旬から本格的な出荷が始まる。
　暑い日が続くため、消費も全体的に低迷
しており、販売が厳しい。入荷量は、前年
を大幅に上回り、価格はかなり下がる見込
み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１５５
６４

１０３
１５６
２１６

１３２

　産地は８月上旬に青森が始まり、その後
北海道がピークとなる。５月に雨が多かっ
たことで植え付けに７～１０日ほど遅れが
でており、入荷も少ないが、９月ごろに増
えてくる。
　入荷量は、少なかった前年を大幅に上回
り、単価は大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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７月２６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １２３，７１０ 285 240 217 北海道 20%
１９年 １２７，６４３ 217 224 221 群馬 15%
２０年 １２７，６７６ 190 200 216 長野 13%
２１年 １２２，７８４ 246 269 248 青森 7%
２２年 １２２，７０９ 234 250 249 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １２４，９０４ － － －

２３年見通し １２３，０００ － － －

１８年 １０，２４９ 121 91 72 北海道 67%
１９年 １０，０２８ 59 77 116 青森 21%
２０年 １０，３６３ 86 94 73 岩手 9%
２１年 ９，６６７ 112 124 104 群馬 2%
２２年 ９，１６２ 79 106 114 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９，８９４ 92 98 95

２３年見通し ９，５００ 95 95 80

１８年 ５，６８７ 241 189 134 北海道 82%
１９年 ７，６１１ 82 56 73 青森 8%
２０年 ６，２８８ 95 114 120 中国 8%
２１年 ６，４５２ 158 168 152 千葉 2%
２２年 ５，４８８ 203 200 213 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６，３０５ 150 140 134

２３年見通し ６，０００ 120 140 130

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２４６
２２１
２１０
２５４
２４５

だ
　
い
　
こ
　
ん

９３
８５
８３

１１２
１００

９４

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２３５

２４５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

  関東高冷産地に加えて、東北、北海道か
らの入荷が中心となる。東北や関東産地は
例年よりも早く梅雨明けし、遅れていたも
のも概ね平年並みに回復してきている。入
荷量は前年並みで、価格についても前年並
の見込み。

１３０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  北海道、東北産地中心の入荷となる。北
海道は曇天・降雨、高温など気候変動が激
しく若干の遅れはあるものの概ね順調。青
森についても順調な生育状況である。全体
の入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１８２
７２

１１１
１５９
２０６

１４１

  北海道からの入荷が中心となる。北海道
は初期生育は遅れ気味であったが現在は回
復、盆明けからは潤沢な出荷が見込まれ
る。青森についても生育は順調である。
全体の入荷量は前年をかなり上回り、価格
は２００円を超える高値で推移した前年を
大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ２，３８１ 143 145 92 長野 92%
１９年 ２，５４９ 81 90 94 群馬 38%
２０年 ２，１４８ 70 80 96 北海道 4%
２１年 １，７６８ 79 90 122 0 0%
２２年 １，７０４ 79 102 120

５ ヵ年平均 ２，１１０ 92 102 103

２３年見通し １，７００ 70 90 110

１８年 ３，９４３ 106 128 101 群馬 65%
１９年 ４，４３６ 114 108 114 長野 23%
２０年 ４，１４１ 66 67 65 北海道 9%
２１年 ３，８８７ 73 96 110
２２年 ３，９０３ 94 88 86

５ ヵ年平均 ４，０６２ 91 97 95

２３年見通し ４，０００ 80 80 80

１８年 ２１３ 790 661 795 岐阜 86%
１９年 ２４８ 694 514 805 北海道 6%
２０年 １９０ 736 792 902 長野 4%
２１年 ２３９ 662 811 714 茨城 1%
２２年 １８４ 815 765 775

５ ヵ年平均 ２１５ 734 701 795

２３年見通し ２００ 750 750 750

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は群馬、長野が中心。６月の干ばつ
で生育に遅れがみられたが、７月の雨で回
復して、今後は順調に入荷される見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
かなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地はほとんどが長野。夏は漬物として
の消費が主となり、お盆以降の需要が増え
ることに期待する。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

１１０
１１２
６６
９３
８９

９４

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

１２３
８９
８２
９９

１０１

９９

９０

 前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜中心。播種は順調で、７月に
高温が続いたことで８月上旬の出荷は少な
いが、中旬以降は順調となる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

７５７
６８０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

８１６
７２４
７８３

７４７
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ５，１１０ 169 180 88 長野 86%
１９年 ６，０３９ 74 81 84 群馬 6%
２０年 ５，６５８ 55 66 91 北海道 4%
２１年 ５，２５０ 68 83 117 茨城 3%
２２年 ５，８９１ 70 96 113 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，５９０ 86 100 98

２３年見通し ５，８００ 80 90 100

１８年 １４，５９７ 99 126 98 群馬 77%
１９年 １４，５４６ 109 107 114 岩手 11%
２０年 １５，２４６ 60 65 60 北海道 6%
２１年 １５，６８９ 67 94 107 長野 3%
２２年 １５，２４３ 91 88 84 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １５，０６４ 85 96 92

２３年見通し １５，５００ 90 80 70

１８年 ９５５ 705 570 711 栃木 33%
１９年 ８９０ 570 591 791 群馬 25%
２０年 ８３９ 660 767 716 茨城 16%
２１年 ９６６ 594 666 639 岩手 12%
２２年 ６７４ 779 899 839 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８６５ 655 685 732

２３年見通し ６８０ 700 650 800

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

  群馬中心に岩手、北海道からの入荷が主
力となる。群馬の生育は春先の低温等で出
荷開始が１週間ほど遅れたもののその後は
順調であるが、このところの高温で傷みが
懸念される。岩手は干ばつで生育遅れがあ
る。入荷量は前年並み、価格は前年をかな
り下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  前月に引き続き長野からの入荷が中心と
なる。長野は適度の降雨と高温傾向により
遅れていたものも回復し、生育は良好で大
玉傾向。群馬とともに安定的な出荷が見込
まれる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

キ
　
ャ
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１１０
６２
９０
８８

９１

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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１３７
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７２
９１
９４

９４

９０

 前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  関東高冷地と岩手からの入荷となる。
栃木、茨城は７月の高温の影響で一部で葉
焼け等がみられる。岩手、群馬の生育は順
調。
　入荷量は少なかった前年並となり、価格
は高かった前年をかなり下回るものの平年
をかなり上回る見込み。
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

７１４
６３２
８４０

６９３

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ８３０ 456 481 424 北海道 25%
１９年 ８７６ 472 511 433 愛知 18%
２０年 ８８８ 353 418 431 大分 12%
２１年 ９４７ 402 476 413 茨城 11%
２２年 ８６３ 439 443 390

５ ヵ年平均 ８８１ 423 466 418

２３年見通し ９００ 420 450 400

１８年 ２，３５２ 221 176 147 長野 98%
１９年 ２，２２４ 241 251 211 群馬 1%
２０年 ２，１８０ 121 145 160 愛知 0%
２１年 ２，０００ 182 279 243 茨城 0%
２２年 ２，０４５ 211 224 226

５ ヵ年平均 ２，１６０ 196 213 196

２３年見通し ２，０００ 170 200 150

１８年 １，７３２ 346 180 261 長野 47%
１９年 １，７２５ 227 237 328 北海道 15%
２０年 ２，３１６ 166 233 276 山梨 10%
２１年 １，４４３ 284 322 323 山形 8%
２２年 １，５２０ 200 267 343

５ ヵ年平均 １，７４７ 239 244 303

２３年見通し １，５５０ 220 240 330

品
目
名

４０２
４２６
４２２

４３３  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、大分、茨城、愛知が中
心。北海道は例年に比べて１割入荷が多
い。若干の遅れは見られるものの、生育は
順調。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並みの見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１７６
２３３
１４３
２３３
２２１

２００  前年及び本年の

１７４  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地はほとんど長野で、一部北海道。１
６玉中心で生育状況もよく、順調な出荷が
見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
大幅に下回る。

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野、北海道、岩手が中心。夏秋
産地では根のハリが悪い。８月は順調な出
荷が見込まれるが、量の増減がある。面積
は若干減少気味である。
　入荷量は前年並みで、数量はかなり下回
る見込み。

２６２

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４，１５７ 314 319 247 茨城 35%
１９年 ４，２４６ 265 391 261 青森 23%
２０年 ４，４２８ 221 288 306 秋田 7%
２１年 ４，４０１ 310 393 247 中国 6%
２２年 ４，１７２ 281 333 252 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ４，２８１ 278 345 263

２３年見通し ４，２５０ 270 270 270

１８年 ８，２８５ 214 162 137 長野 85%
１９年 ７，８０２ 228 235 193 群馬 11%
２０年 ８，２４５ 120 139 161 岩手 2%
２１年 ７，８０２ 183 274 240 茨城 1%
２２年 ８，４４２ 210 220 231 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ８，１１５ 191 205 192

２３年見通し ８，１００ 120 180 210

１８年 ８，４１７ 340 142 248 福島 46%
１９年 ８，５５２ 199 212 304 岩手 23%
２０年 ７，７５０ 168 176 408 秋田 10%
２１年 ７，８４７ 266 298 301 宮城 6%
２２年 ８，０５２ 186 253 308 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，１２４ 233 215 312

２３年見通し ７，７００ 220 270 260

品
目
名

２７４
３０８
２８５

２９０  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、青森からの入荷が中心となる。茨
城の生育は高温・干ばつ等の状況下ではあ
るがほぼ順調。青森は当初の生育遅延も回
復し順調、盆前から本格的な出荷となる。
　入荷量は前年並みで、価格はやや前年を
下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１６８
２１６
１４１
２２９
２２１

１９４  前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野からの入荷が中心となる。長野の生
育は適度な降雨と高温傾向で遅れも回復し
順調。群馬は暑さの影響で一部に芯腐れも
散見されたが回復に向かっている。入荷量
は前年をやや下回り、価格は高かった前年
を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地からの入荷が中心。福島は初期
の定植後に低温の影響でやや遅れがあった
もの回復傾向、平年並みの出荷見込み。岩
手は暑さと干ばつで出荷量は少なめ。入荷
量は前年をやや下回り、価格は前年並の見
込み。

２５１

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １，１３８ 412 340 231 徳島 22%
１９年 １，２２２ 335 324 177 愛知 22%
２０年 １，１２３ 205 166 257 山梨 20%
２１年 １，０９２ 266 270 268 群馬 11%
２２年 １，２１０ 257 253 211

５ ヵ年平均 １，１５７ 295 271 228

２３年見通し １，１５０ 260 250 220

１８年 １，８９２ 307 302 351 岐阜 55%
１９年 １，９７１ 267 231 314 北海道 23%
２０年 １，７３５ 193 191 272 愛知 8%
２１年 １，６４７ 193 312 419 青森 6%
２２年 １，５８５ 290 322 466

５ ヵ年平均 １，７６６ 251 270 361

２３年見通し １，７００ 240 280 310

１８年 ３１９ 623 620 561 北海道 79%
１９年 ３４４ 529 440 456 長野 11%
２０年 ３１０ 360 349 520 山形 4%
２１年 ３３７ 546 528 626
２２年 ３５３ 559 535 719

５ ヵ年平均 ３３３ 525 496 578

２３年見通し ３３０ 550 525 625

な
　
　
　
　
す

３１１
２６２
２０４
２６９
２３５

２５６  前年及び本年の

２４５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は徳島、愛知、山梨中心。夏秋産地
では全体的に遅れがでている。天候次第で
状況も変わるが、８月がピークとなる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格ややや
上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３２２
２７３
２１６
３４２
３４４

２９８  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岐阜、北海道、愛知が中心。北海
道の成育は順調。岐阜は高山、郡上などで
７～１０日生育の遅れが見られるが、回復
してきている。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５９４
４７４
４１１
５７０
６１３

５３４  前年及び本年の

５７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、長野、愛知が中心。北海
道はバラ売りが主で、他県はパック形態が
主である。８月上旬から中旬にかけてどの
産地もピークとなるが、猛暑のため、少し
減る見込み。
　入荷量は、前年をかなり下回り、価格も
前年をかなり下回る見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し
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目
名
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ５，０８３ 368 288 231 栃木 32%
１９年 ５，６２２ 291 318 159 群馬 23%
２０年 ５，１２２ 192 157 291 茨城 23%
２１年 ５，０２５ 277 282 257 埼玉 9%
２２年 ５，４５１ 245 219 181 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，２６１ 274 253 222

２３年見通し ５，２００ 260 200 230

１８年 ９，８６５ 317 240 306 青森 26%
１９年 １０，２０６ 229 204 287 福島 19%
２０年 ９，２３２ 214 188 295 北海道 11%
２１年 ９，００３ 296 294 363 群馬 11%
２２年 ８，８３２ 287 306 410 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ９，４２８ 268 245 330

２３年見通し ９，０００ 330 290 310

１８年 １，０１９ 608 579 566 北海道 29%
１９年 １，１９５ 471 475 450 岩手 20%
２０年 １，１９４ 384 372 460 福島 16%
２１年 １，０６４ 556 587 597 青森 10%
２２年 １，０３８ 551 607 702 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，１０２ 509 518 549

２３年見通し １，０００ 630 590 580

な
　
　
　
　
す

２８６
２３７
２０８
２７１
２１９

２４４  前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。栃木
は６月の低温乾燥で樹勢が弱くやや不良で
推移していたが盆前には回復。茨城、群
馬、埼玉は、一部に害虫の発生があるもの
の概ね順調。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

２８８
２３９
２２７
３１７
３３６

２８０  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地からの入荷が中心となる。青森
は病害虫の発生も少なく生育は順調である
が気温高で着色が早まり一部で小玉傾向と
なっている。他産地は総じて概ね順調な生
育となっている。
　入荷量は前年並で、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５８３
４６４
４０５
５８０
６２３

５２６  前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手、福島に加え北海道からの入荷が増
えてくる。各産地とも育苗期の遅れ、初夏
の天候不順等により不作傾向。現況、少な
めの出荷が続いているが、８月に入っても
同様の傾向となる。
　入荷量は少なかった前年並、価格は高
かった前年をやや下回る見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ５７４ 567 373 237 岩手 50%
１９年 ５５０ 376 261 286 北海道 27%
２０年 ５４９ 222 245 259 青森 7%
２１年 ４７７ 358 373 327 福島 7%
２２年 ４９６ 346 315 339 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５２９ 377 312 287

２３年見通し ５００ 350 350 350

１８年 ２，６６０ 138 128 110 北海道 64%
１９年 ２，４９８ 86 89 91 青森 32%
２０年 ２，８６０ 90 98 95 愛知 1%
２１年 ２，２９５ 238 194 129 静岡 1%
２２年 ２，４３１ 120 134 149 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２，５４９ 132 127 114

２３年見通し ２，６００ 100 100 100

１７年 ５，１９２ 100 94 67 兵庫 56%
１８年 ４，５２２ 82 67 68 北海道 30%
１９年 ５，４３０ 58 65 74 愛知 6%
２０年 ４，１２７ 133 149 118 佐賀 3%
２１年 ４，６３８ 102 95 90

５ ヵ年平均 ４，７８２ 93 92 82

２ ２ 年 ４，５００ 70 70 70

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３４４
３０７
２４４
３４９
３３４

３１５  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は岩手、北海道が中心。岩手は内陸
部が主となるため、震災の影響はあまりな
かった。７月下旬から８月上旬にかけて出
荷が増えるが、その後なり疲れのため、出
荷量が減少する。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
上回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２４
８９
９５

１７８
１３６

１２３  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は北海道、青森が中心。北海道はお
盆前後から出荷が始まる。青森産のメーク
インは順調で、Ｌ級が多い。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は大
幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８２
７２
６７

１３０
９５

８８  前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は兵庫、北海道が中心。兵庫では作
付面積が５～６パーセントほど増えてい
る。８月の中・下旬から北海道が始まる予
定だが、低温により成育が遅れている。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ２，１３２ 642 325 200 岩手 49%
１９年 ２，２１２ 326 217 223 茨城 18%
２０年 ２，１３９ 179 207 219 青森 15%
２１年 ２，０２７ 330 359 284 福島 13%
２２年 ２，００９ 319 311 301 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ２，１０４ 360 282 244

２３年見通し ２，０００ 310 340 310

１８年 ５，４４２ 141 124 119 北海道 62%
１９年 ５，３２５ 91 93 93 青森 13%
２０年 ５，８３３ 100 105 103 千葉 8%
２１年 ５，６１９ 226 200 136 茨城 7%
２２年 ５，６９４ 137 148 158 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，５８３ 139 134 122

２３年見通し ５，９００ 100 140 120

１８年 １０，２３０ 102 95 85 佐賀 32%
１９年 １０，３３２ 81 81 75 兵庫 30%
２０年 １１，２３６ 71 80 83 北海道 27%
２１年 ９，２０５ 140 151 136 中国 6%
２２年 ９，９２３ 114 113 105 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １０，１８５ 100 102 96

２３年見通し １０，８００ 65 75 70

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３５０
２５３
２０３
３２０
３１０

２８６  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岩手、茨城、青森からの入荷が中心。岩
手は干ばつと高温の影響で尻腐れ果の発生
もみられ出荷は少なめになる見込み。茨城
は作付け増により出荷は若干増加する。入
荷量は前年並みで、価格は前年をわずかに
下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２８
９３

１０３
１７９
１４９

１３１  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心。北海道は春先
の天候不順で作付けが２～３週間ほど遅れ
たが回復し、８月第２週からの出荷とな
り、盆明け以降に出荷は本格化。他産地は
概ね順調な出荷となる。入荷量は前年をや
や上回り、価格は高かった前年を大幅に下
回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

９３
７９
７８

１４１
１１０

９９  前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　佐賀、兵庫、北海道からの入荷が中心。
佐賀は春先の低温と６月の曇雨天で小玉が
目立つ、兵庫は生育は順調でＬ級中心の出
荷となる。北海道は一部で雹害をうけたほ
場もあったが全体では豊作傾向。　入荷量
は前年をかなり上回り、価格は高かった前
年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



※「その他メロン」は「アールス」以外のメロンをいう。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １４，２８１ 359 344 328 長野 20%
１９年 １３，４３６ 353 344 370 フィリピン 16%
２０年 １３，６６０ 361 335 286 山形 12%
２１年 １２，６７０ 340 297 312 愛知 10%
２２年 １１，９０２ 340 358 343

５ ヵ年平均 １３，１９０ － － －

２３年見通し １２，８００ － － －

１８年 ４２９ 524 506 556 愛知 54%
１９年 ３９６ 529 550 666 静岡 32%
２０年 ３８３ 548 526 478 茨城 5%
２１年 ３３４ 460 473 525 青森 4%
２２年 ３４１ 469 569 490

５ ヵ年平均 ３７７ － － －

２３年見通し ３２０ 800 550 550

１８年 ２，８９８ 146 143 158 山形 37%
１９年 ２，７９９ 158 175 211 長野 31%
２０年 ２，６３５ 193 168 69 秋田 16%
２１年 ２，３９０ 117 116 131 青森 11%
２２年 ２，５９４ 177 161 187

５ ヵ年平均 ２，６６３ 159 153 152

２３年見通し ２，５００ 170 160 180

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は山形、長野、秋田が中心。出荷は
７月下旬から８月上旬がピークとなる。石
川産の遅れが出ていたものは、２０日以降
に出てくる見込み。
　入荷量は、前年をやや下回り、価格は前
年をわずかに下回る見込み。

す
　
　
い
　
　
か

１４８
１７４
１６０
１１９
１７４

１５６

 前年及び本年の

６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は愛知、静岡が中心。愛知は３～５
玉と良品が多いが、静岡は２玉が多い。８
月上旬の出荷量が多く、需要はお盆がピー
クとなる見込み。
　入荷量は、前年をかなり下回り、価格は
前年並みの見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５２２
５５８
５２９
４７４
５０３

５１９

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、長野、山形、愛知中心。春先の
低温と、梅雨入り、梅雨明けが早かったこ
とで、全体的に小玉傾向である。
　昨年は平年に比べて入荷量がとても少な
かったため、今年は前年に比べて入荷量が
かなり上回り、価格はやや下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

３４５
３５６
３３０
３１９
３４６

３３９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４６，０３５ 309 324 329 山形 19%
１９年 ４２，７９８ 323 356 364 山梨 12%
２０年 ４４，６７１ 337 328 265 フィリピン 10%
２１年 ４５，９５５ 310 285 283 長野 8%
２２年 ４１，２０８ 322 355 354 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ４４，１３３ － － －

２３年見通し ４４，０００ － － －

１８年 ８６５ 515 537 508 静岡 35%
１９年 ７５２ 508 636 676 茨城 35%
２０年 ７７０ 601 510 362 青森 10%
２１年 ７１５ 476 442 456 愛知 8%
２２年 ７７５ 438 530 399 （愛知産比率 8%)

５ ヵ年平均 ７７５ 508 532 480

２３年見通し ７００ 800 700 550

１８年 １１，６４４ 129 142 174 山形 49%
１９年 １０，８７２ 147 191 230 長野 14%
２０年 １０，８８１ 184 168 88 秋田 12%
２１年 １０，８１３ 115 115 138 神奈川 8%
２２年 １０，７０９ 169 175 211 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １０，９８４ 149 158 168

２３年見通し １１，０００ 190 170 170

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３２０
３４５
３１２
２９３
３４２

３２２  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　すいか、なし、もも中心に入荷する。す
いかは梅雨明け後の好天で生育が回復。も
もは福島を中心に着果、生育ともに順調。
なしは低温で開花遅れがあったが回復し平
年並みの予想。やや小玉傾向だが、品質良
好。全体の入荷量は前年をかなり上回り、
価格は前年をわずかに上回る見込み。

ア
　
ー

　
ル
　
ス
　
メ
　
ロ
　
ン

５２０
５８６
４９１
４５９
４５０

５０２  前年及び本年の

６８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、茨城中心に青森、愛知から入荷す
る。作付面積は静岡、茨城、愛知ともに減
少している。各産地ともに、生育は回復傾
向にあるもののやや小玉傾向である。
  入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回ると見込まれる。

す
　
　
い
　
　
か

１４０
１７６
１６１
１２０
１７８

１５５  前年及び本年の

１７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　山形を中心に長野、秋田、神奈川などか
ら入荷する。山形の生育は６月下旬以降の
降雨で遅れたが、前年並みの出荷見込み。
長野は概ね順調な生育・肥大にある。秋田
は生育遅れがあるものの昨年を上回る予
想。全体の入荷量は前年をわずかに上回り
価格は平年並みと見込まれる。

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　８　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　７月２８日現在）

実 １９年 ３，９４０ ６３

２０年 ３，４４２ ６４

績 ２１年 ３，３９５ ５３

２２年 ２，８２１ ６０

３，３９９ ６０

３，１００ ６０

概
　
要

実 １９年 ３，６７７ ３３

２０年 ２，８２２ ３７

績 ２１年 ２，６２５ ３６

２２年 ２，９８９ ４０

３，０２８ ３６

３，０００ ３７

概
　
要

実 １９年 １，３７０ ４５

２０年 １，１０５ ４３

績 ２１年 １，０９２ ４５

２２年 １，２９４ ４３

１，２１５ ４４

１，２５０ ４５

概
　
要

実 １９年 １１９ １０１

２０年 １１３ ９８

績 ２１年 ９２ １１７

２２年 ６６ １１０

９８ １０５

８０ １１０

概
　
要

２３年見通し

　長野、北海道を中心に入荷。生育は順調であるが、入荷はあまり多くない。業務中心の
販売で価格は安定。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、埼玉、奈良等から入荷。かなり遅れは見られていたが、梅雨明け前から気
温が上昇し、追い付いてきた。しかし、標高の高い産地については追いつくまでに至って
いない。短観物が多く見受けられていたがそれについては徐々に減る見込み。ピークは８
日あたりなので、最終的には良い販売になるのではないかと思われる。

４ヶ年平均

２３年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野を中心に北海道等から入荷。6，7月の高温によりスタンダードが特に前進してお
り、8月はやや少なくなる。スプレーは順調で8月も安定的に出荷される。価格は盆需要に
より、早い段階から堅調な動きを見せるが、後半はやや苦しい動きが予想される。

４ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、長野、三重から入荷。今年は梅雨が予定よりも早くあけ、気温はかなり高い。今
まではやや遅れ傾向にあったが梅雨明けと同時に前進してきた。高冷地産ではやや遅れて
いたが、取り戻しつつある。暑すぎてやや遅れも見受けられるので今後の気温に注意して
いきたいところである。

　　　　　区分
実績等

４ヶ年平均

２３年見通し

４ヶ年平均

２３年見通し

単位：千本、円／本
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実 １９年 ５９２ １３９

２０年 ４９２ １４２

績 ２１年 ４８６ １４５

２２年 ５１４ １４９

５２１ １４４

５３０ １４５

概
　
要

実 １９年 ５２４ ７３

２０年 ３９３ ８５

績 ２１年 ４４１ ７５

２２年 ４８９ ７７

４６２ ７７

４９０ ７７

概
　
要

実 １９年 ８３１ ４８

２０年 ６４４ ５３

績 ２１年 ７９８ ５０

２２年 ６８６ ５１

７４０ ５０

７００ ５０

概
　
要

実 １９年 １，９４６ ５９

２０年 １，６９５ ５７

績 ２１年 １，７５６ ５６

２２年 ２，０３９ ６１

１，８５９ ５８

２，０００ ６０

概
　
要

２３年見通し

　静岡、長野、福岡などから入荷。8月前半は盆需要で引合いは強まる。特に法月、パンパ
ス、シキミ、榊が強く、朝鮮槇の動きは良い。後半は稽古も休みとなり、引合いが弱くな
るが、山取り品は堅調。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

４ヶ年平均

２３年見通し

　愛知、鹿児島、静岡、輸入等から入荷。気温の上昇とともに花もちが良くないというこ
とで厳しい状況。カトレアは7月に前倒し傾向のため、8月は若干入荷は減少気味。輸入オ
ンシは時期的に入荷減。デンファレは若干の入荷増はあるが、需要増に伴い保合市況とな
る。

ば
　
　
　
　
ら

４ヶ年平均

２３年見通し

　愛知、長野、岐阜、青森、山形等から入荷。気温の上昇により減少し、品質差も広が
る。高冷地産を中心に引き合いが強いが、下位等級は厳しい。

ゆ
　
　
　
　
り

４ヶ年平均

２３年見通し

　オリエンタルは新潟、岐阜、北海道から、ＬＡは新潟、埼玉中心、鉄砲は兵庫、愛媛、
長野から入荷。盆需要で5日頃から動きが良い。今のところ入荷は順調であるが、価格は入
荷量で変動。天候により前進出荷となると昨年同様苦しい展開となる。

枝
　
　
も
　
　
の

４ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　７月1日現在）

１８年 ２０，５０４ １９６

実 １９年 ９，９７３ ２８０

２０年 １３，２５４ ２０８

績 ２１年 ４，９２１ ２８４

２２年 ７，１５６ ２６８

１１，１６２ ２３１

４，０００ ２５０

概
　
要

１８年 ４，２３５ １２３

実 １９年 ６，３８３ ７９

２０年 １，９４２ １５９

績 ２１年 ３，９７３ １７７

２２年 ４，５７５ １２４

４，２２２ １２３

４，０００ １１０

概
　
要

１８年 ３３，３１０ ６８５

実 １９年 ３５，９５９ ５６２

２０年 ２３，７２４ ６２５

績 ２１年 ２８，６４６ ５２２

２２年 １９，０１９ ６５０

２８，１３２ ６０６

１８，０００ ６１０

概
　
要

バ
ラ
（

ミ
ニ
バ
ラ
含
む
）

品
目

ス
パ
テ
ィ

フ
ィ

ラ
ム

　入荷量は昨年並みか。需要期でないので、単価は厳しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位三重県（７３．０％）、２位愛知県
（２２．３％）、３位岐阜県（４．４％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年より減少か。主体は定番のユッカ、コンシ、マッサンの４～５号鉢で、大
鉢は少なそう。単価は厳しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（７２．５％）、２位沖縄県
（１０．０％）、３位三重県（６．２％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年並みか。需要期でないので、単価は厳しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位山口県（４２．３％）、２位愛知県
（２５．８％）、３位三重県（２１．７％）となっている。

５ヶ年平均

２３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１８年 １４，９８８ １，０７４

実 １９年 １５，１４２ １，１０７

２０年 １４，１２４ ９７３

績 ２１年 １６，６８４ ９６３

２２年 １１，４１８ １，３３１

１４，４７１ １，０７６

１０，５００ １，２００

概
　
要

１８年 ５，５３０ ８６５

実 １９年 ５，３４０ ９５７

２０年 ４，０００ ８２０

績 ２１年 ５，９６３ ７７９

２２年 ３，６０７ ８４２

４，８８８ ８５３

３，４００ ８００

概
　
要

１８年 １３，１７１ ４０８

実 １９年 ７，１６３ ４２９

２０年 ４，４６４ ５２６

績 ２１年 １３，６４３ ３７３

２２年 ８，４５６ ３４５

９，３７９ ４０１

８，０００ ３００

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン ５ヶ年平均

オ
ン
シ
ジ
ウ
ム

ア
ン
ス
リ
ウ
ム

５ヶ年平均

２３年見通し

　入荷量は減少か。３．５号～５号鉢の小鉢が主体で、単価は厳しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位埼玉県（６５．５％）、２位愛知県
（２１．４％）、３位茨城県（１２．５％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

　入荷量は昨年より減少か。春先より続く天候不順で開花遅れなど影響。単価は厳しそ
う。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（４９．４％）￥）、２位長
崎県（２１．５％）、３位山梨県（１８．０％）となっている。

２３年見通し

　入荷量は減少か。７月の最盛期を越え、需要も一段落。単価は、６号～大鉢サイズのも
のが特に厳しそう。
　昨年８月の主要県の入荷実績(金額ベース）は、１位愛知県（９７．９％）、２位三重県
（１．９％）、３位愛媛県（０．１％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 63,040 110.6 5,446,535 92.1 86 84.8 410,617 125 35,688,213 110 87 87.4

トマト 168 153.6 50,168 139.2 300 86.8 809 54 259,680 44 321 81.2

たまねぎ 23,341 119.5 889,342 83.3 38 73.2 174,603 134 8,271,805 126 47 94.2

にんにく 1,314 103.2 320,544 152.6 244 156.7 6,819 91 1,606,905 141 236 154.4

ねぎ 3,848 111.1 283,039 82.9 74 76.0 21,189 116 1,768,023 106 83 91.5

ブロッコリー 2,968 86.6 436,355 64.6 147 67.5 12,647 98 2,166,333 89 171 91.1

結球キャベツ 1,968 66.2 62,346 46.7 32 76.3 18,052 170 605,191 144 34 84.7

にんじん・かぶ 7,772 121.6 352,235 96.5 45 82.0 38,113 224 1,861,174 203 49 90.6

ごぼう 2,884 117.4 267,007 178.7 93 169.3 17,300 128 1,731,578 234 100 183.0

えんどう 155 86.4 38,117 66.9 246 80.2 847 80 227,689 79 269 98.9

アスパラガス 597 111.6 336,094 107.6 563 113.6 7,171 98 3,396,456 98 474 100.3

まつたけ - - - - - - - - - - - -

しいたけ 248 118.2 65,378 109.8 264 107.0 2,552 87 657,078 90 257 103.2

かぼちゃ 12,520 113.0 927,962 98.6 74 113.0 83,319 105 5,186,872 99 62 93.6

果実（生鮮・乾燥） 172,239 98.1 25,261,373 94.6 147 123.0 805,079 100 91,745,295 97 114 97.4

バナナ 98,599 98.9 7,632,793 99.9 77 100.2 448,777 98 29,744,501 93 66 95.5

パイナップル 13,434 108.5 790,450 109.2 59 97.9 59,396 109 3,417,994 104 58 95.3

レモン 4,504 105.0 509,880 84.4 113 79.7 18,876 97 2,063,179 78 109 80.1

オレンジ 9,055 99.0 875,867 96.2 97 98.1 52,828 113 4,998,296 111 95 98.3

グレープフルーツ 4,334 74.5 394,298 62.8 91 86.1 82,959 86 7,708,307 75 93 87.9

メロン 4,039 85.7 420,449 79.9 104 73.1 16,423 114 1,736,255 107 106 94.0

ぶどう 2,386 171.7 344,394 170.5 144 110.1 7,877 114 1,301,296 123 165 107.4

キウイ 14,053 85.1 4,403,656 80.2 313 97.7 27,260 106 8,548,125 101 314 95.6

いちご 23 177.4 17,868 167.7 777 - 38 111 29,709 122 781 110.5

切花（生鮮・乾燥） 2,293 93.1 1,544,554 80.7 673 82.1 15,743 96 11,245,498 93 714 97.0

鳥獣肉類 155,330 110.2 68,122,180 109.6 439 102.7 752,191 109 328,697,517 113 437 102.9

牛肉（くず肉含む） 40,210 111.2 17,223,720 109.5 428 100.4 204,661 111 85,689,098 112 419 101.3

豚肉（くず肉含む） 64,173 99.1 33,681,870 99.1 525 100.1 323,469 106 169,531,670 106 524 100.0

鶏肉 42,698 129.5 12,057,183 153.1 282 127.1 185,799 113 49,135,689 138 264 122.4

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 159,611 107.7 83,282,718 109.4 522 103.1 704,188 98 379,058,364 108 538 110.0

まぐろ類 3,706 20.7 453,599 3.0 122 16.5 70,246 81 61,367,500 96 874 118.6

さば・さんま・あじ・いわし 4,094 88.8 636,982 85.4 156 105.3 33,721 86 5,703,124 93 169 108.0

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 38 13.7 41,164 22.3 1,083 318.3 10,614 77 3,416,943 83 322 107.4

うんしゅうみかん 2 38.4 2,901 40.7 1,451 118.6 145 64 93,397 97 644 152.4

りんご 26 11.1 11,316 14.2 435 141.4 10,112 77 2,979,484 82 295 106.8

なし - - - - - - 21 49 8,750 48 412 97.0

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 104,703 51.1 - - - - 871,275 82 - -

緑茶 217 135.7 502,033 153.3 2,314 123.2 934 113 1,832,869 116 1,963 103.1

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

５ 月 ま で の 累 計

（２０１１年）

品 名
５ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

全  国 平成17年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成17年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 
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21年平均 100.3 103.3 98.9 105.6 104.4

 
 
 

 

 

 21年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

23年 1月 99.4 112.4 113.0 104.0 103.0 23年 1月 102.2 85.6 116.4 134.4 99.1

2月 99.3 116.3 107.4 103.7 100.9 2月 105.1 85.6 126.4 134.1 102.3

3月 99.6 111.6 102.3 104.0 102.0 3月 100.3 85.6 113.0 103.7 103.3

4月 99.9 110.1 89.5 104.4 102.3 4月 95.6 86.0 92.0 81.1 103.4

全

 

国

 

5月 100.0 101.6 100.6 103.6 101.7 5月 92.6 86.4 88.2 91.3 103.6

21年平均 100.9 100.6 100.0 102.4 103.6   

23年 1月 99.0 104.6 115.8 102.5 97.9 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

2月 98.9 106.8 107.9 100.5 95.1  

3月 99.2 99.3 100.9 101.4 98.4

4月 99.5 103.0 88.8 104.7 100.9

愛

知

県

 

5月 99.5 97.5 97.0 103.1 99.6

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

21年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

23年 1月 1,835 168 140 736 466 328 120 302 316 644 575 178 471 

2月 1,827 203 163 722 644 321 136 305 316 583 556 165 494 

3月 1,806 193 181 635 397 361 151 333 292 485 525 160 476 

4月 1,777 162 266 577 409 484 158 489 287 386 511 156 467 

5月 1,809 125 200 595 279 430 127 400 267 398 499 164 516 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

21年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

23年 1月 672 328 392 163 214 822 540 148 151 296 214 861 414 

2月 699 319 382 151 217 842 544 145 160 294 211 744 396 

3月 731 268 354 136 222 785 536 151 166 293 204 802 412 

4月 - 307 378 119 230 878 552 145 156 302 222 851 405 

5月 - 283 344 130 227 795 551 168 156 307 218 855 407 
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農林水産部食育推進課 
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電話 （０５２）９５４－６４１７   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 
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